




































































 (要約)子どもの運動量を確保するために必要な戸外空間を、子どもたち自身が持つ遊ぴ・

運動に対する意職・考え方から探る事を目的に、大都市の高層集合住宅と一般住宅地区に

住む幼児、学童、母親(分析総数 772 名)に対して、健康状態と遊ぴ・運動への要望度や考

え方を、遊びの三要素(時間、空間、仲間)の立場からアンケート調査した。その結果、子

どもの遊ぴ・運動量の確保のためには、遊ぴの三要素に加え、“遊び場までの距離"が極め

て大きな因子である事がわかった。また大都市でも住居形態や周辺環境の違い、居住階、

更には母子間でも遊ぴ・運動に関する考え方や要望度が異なる事、学童でも学校と家庭の

間でも遊ぴ・運動に対する考え方に大きな違いがある事が明らかになった。子どもの為の

適切な戸外運動空間を考える際には、生活環境の変化とそれによって影響を受ける子ども

達の運動や遊びに対する考え方の変化をも考慮していくことが重要であることが示唆され

た。


